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３．事後評価結果 

 

〇評点： 

A  期待通りの成果が得られている 

 

〇総合評価コメント： 

 

拡張ナノ空間の特異性を活用して、単一細胞・単一分子の計測可能な医療分析デバイス、またナノ構造ヒ

ートパイプや光燃料電池として動作するエネルギーデバイスの開発を目的とした。低温（常温～100℃）接合

法によるマイクロ流路の作製技術を構築し、流路内にタンパク分子や光触媒材料を、各々の化学機能を失う

ことなく導入する事に成功した。この技術をクロマトグラフィーに応用、従来方式に比べ 10~100 倍の分離

性能を実現、短時間での極微量のタンパク分析を可能とした。また本技術を微分干渉式熱レンズ顕微鏡と組

み合わせることで単一タンパク分子の非標識での検出を可能とし、ELIZA免疫分析デバイスとしての応用可

能性を示した。光燃料電池では拡張ナノ空間がプロトンの高速伝導路として機能することを利用して燃料電

池を構築した。さらに新規触媒複合材料を導入し、世界トップの太陽光－水素変換効率を持つ光触媒を実現

した。これらの要素技術を組み合わせ完全クローズ型の光燃料電池の動作を実証した。出力では通常の燃料

電池に及ばないものの、燃料が不要でシステム構成が著しく単純なため、従来とは異なった新しい応用が期

待される。多くの招待講演に見られるように学会では高い評価を受けるに至ったが、今後は産業化へ向けた

開発の加速を期待したい。 

 


